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そこには懐かしい風景がある
韓国の〝田舎〞を歩く
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日
本
か
ら
最
も
近
い
外
国
の
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
。
そ
れ
が

済
州
島
だ
。
日
本
か
ら
の
観
光
客
も
多
い
た
め
、
日
本
語
が
通

じ
る
の
も
あ
り
が
た
い
。
島
の
中
央
に
そ
び
え
る
漢ハ
ル
ラ
サ
ン

拏
山
、
そ

し
て
東
部
、
西ソ

帰ギ

浦ポ

、
中

チ
ュ
ン
ム
ン

文
と
趣
の
違
う
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
。

済
州
島
は
韓
国
の
南
海
岸
か
ら
約
九
百
六
十
キ
ロ
離
れ
た
、

韓
国
最
大
の
島
だ
。
面
積
は
千
八
百
五
十
四
平
方
キ
ロ
、
人
口

は
五
十
五
万
人
で
あ
る
。

韓
国
の
最
南
端
に
位
置
す
る
火
山
島
で
、
高
知
県
や
福
岡
県

と
ほ
ぼ
同
じ
緯
度
に
あ
る
。
付
近
を
暖
流
の
対
馬
海
流
が
流
れ

て
い
る
た
め
、
韓
国
で
は
最
も
気
候
が
温
暖
で
あ
り
、「
韓
国

の
ハ
ワ
イ
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

し
か
し
冬
に
な
る
と
北
西
季
節
風
の
影
響
や
地
形
的
な
理
由

で
、
風
が
強
く
、
島
の
南
北
の
気
温
差
が
大
き
い
の
で
注
意
が

必
要
だ
。
冬
に
は
、
漢
拏
山
の
北
側
の
済
州
市
は
東
京
と
同
じ

く
ら
い
の
寒
さ
に
な
り
、
年
に
一
、
二
回
ま
と
ま
っ
た
雪
が
降

る
。
そ
の
一
方
で
、
南
部
の
西
帰
浦
市
は
温
暖
で
、
冬
で
も
日

中
の
気
温
は
十
度
以
上
に
な
り
、
高
知
県
や
宮
崎
県
北
部
の
よ

う
な
気
温
に
な
る
。
温
暖
な
気
候
の
た
め
、
韓
国
唯
一
の
ミ
カ

ン
の
産
地
だ
が
、
そ
の
畑
は
西
帰
浦
市
に
集
中
し
て
い
る
。

ソ
ウ
ル
か
ら
一
時
間
半
、
成
田
か
ら
三
時
間

済
州
島
は
韓
国
人
に
最
も
人
気
の
観
光
地
で
あ
る
。
ソ
ウ
ル

か
ら
は
飛
行
機
で
一
時
間
半
ほ
ど
で
、
釜プ

山サ
ン
か
ら
の
船
便
も
あ

る
。
新
婚
旅
行
の
名
所
で
も
あ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
何

と
い
っ
て
も
そ
の
近
さ
が
魅
力
だ
。
成
田
か
ら
の
直
行
便
で
三

時
間
ほ
ど
で
、
時
差
も
な
い
。
ま
た
日
本
人
観
光
客
が
多
い
だ

け
に
、
日
本
語
も
通
じ
や
す
い
。

日
本
語
が
通
じ
や
す
い
理
由
は
、
こ
の
島
に
は
意
外
な
ほ
ど

日
本
で
の
生
活
経
験
者
が
多
い
こ
と
だ
。
大
阪
の
鶴
橋
近
辺
や

東
京
の
荒
川
区
三
河
島
な
ど
に
は
済
州
島
出
身
者
が
多
く
、
い

ま
で
も
縁
者
を
頼
っ
て
日
本
へ
渡
っ
て
来
る
人
が
少
な
く
な
い
。

済
州
島
の
人
た
ち
は
、
い
わ
ゆ
る
「
共
同
体
」
意
識
が
強
く
、

古
い
と
い
え
ば
古
い
が
、
親
戚
縁
者
、
郷
村
意
識
が
強
い
の
で

あ
る
。

済
州
島
中
央
に
そ
び
え
る
漢
拏
山
は
高
さ
千
九
百
五
十
メ
ー

ト
ル
で
、
韓
国
最
高
峰
の
山
で
あ
る
。
そ
の
名
は
「
天
の
川
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
く
ら
い
高
い
山
」
と
い
う
意
味
だ
。
一

〇
〇
七
年
に
噴
火
し
、
少
な
く
と
も
十
五
ヵ
所
に
溶
岩
が
流
れ

た
跡
が
残
っ
て
い
る
。
頂
に
は
噴
火
口
の
跡
に
で
き
た
湖
が
万

古
の
静
寂
を
た
た
え
て
い
る
。
頂
上
ま
で
は
往
復
六
、
七
時
間

ほ
ど
で
、
登
山
客
が
絶
え
な
い
。

日
本
の
山
岳
と
比
べ
て
低
い
が
、
な
め
て
は
い
け
な
い
。
か

つ
て
民
俗
学
者
の
泉
靖
一
は
、
京
城
帝
大
の
学
生
時
代
、
友
人

と
こ
の
山
に
登
り
、
友
人
を
遭
難
で
失
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
彼

は
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
専
攻
を
国
文
学
か
ら
済
州
島
研
究
に
変

え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

島
の
東
部
の
城
ソ
ン
サ
ン
イ
ル
チ
ュ
ル
ボ
ン

山
日
出
峰
に
足
を
延
ば
し
、
急
傾
斜
の
石
段

を
登
る
。
一
見
岬
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
十
万
年
前
に
海
底
噴

火
に
よ
っ
て
で
き
た
火
山
で
、
標
高
百
八
十
二
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

直
径
六
百
メ
ー
ト
ル
あ
る
現
在
の
火
口
は
約
五
千
年
前
に
で
き

「韓国のハワイ」、済
チェジュド

州島に行く

済州島のシンボル漢弩山




